
●南区の発展に多大な恩恵をもたらした大河津分水の
通水から１００周年を迎えるに当たり、治水についての
講演・講座を開催し、皆さんが分水の歴史を知り、これ
からの防災と地域づくりを考えるきっかけを提供します。

●にいがた南区創生会議の提言「南区未来ビジョン」を
具現化するため、農業とＩＴ技術を融合させた果樹の未
病対策や、区外の観光資源と組み合わせたプランをつ
くり、観光の広域連携を進めます。

●防災セミナーや中学校防災教室を開催し、幅広い世
代に防災知識の普及と啓発を行います。
●地域の自主防災訓練を支援し、災害時に自助・共助・
公助を高いレベルで実施できる「災害に強い地域づく
り」を進めます。

●健康寿命の延伸を目指し、特定健診受診率の向上と
継続受診の定着を図ります。
●食育・運動講座に加え、新たに糖尿病予防相談会を
実施し、健康づくりを推進します。
●在宅医療を推進するために講演会を実施します。

魅力あふれる南区に
～特色ある区づくり事業～

魅力あふれる南区に
～特色ある区づくり事業～

●地域住民からなる子育て
支援リーダーと共に子育て
広場や家族交流会を開催し、
子育て中の保護者の不安解
消を図ります。
●子育て支援プログラムの
対象者を第1子に加え、第2子以上の母親に拡大します。

●白根高校との連携をより深め、高校生によるボラン
ティア活動や地域課題への取り組みを通し、地域とのネ
ットワークづくりを推進するとともに、次世代のまちづく
りを担う人材の育成を図ります。

●小中学校の実情に合わせた地域学習の場を提供する
ことで、将来の自分と地域との関わりを見つめ直し、郷土
を愛する心とこれからの社会を生き抜く力を育成します。
●ＳＤＧｓを身近に感じてもらうため、環境活動への取り
組みを拡大します。

●まち歩きを通じて区の魅
力を再発見し、交流人口の
拡大につなげるため、まち
歩きに関する各種コンテン
ツの磨き上げを進めます。

●ポストコロナ時代を見据え、白根大凧合戦をライブ
配信などにより広くＰＲします。
●白根高校との連携を通じてインバウンド獲得を目指
します。

●老朽化の進む旧月潟駅のかぼちゃ電車を地域の宝と
して活用し、まちの活性化につなげる方法を検討します。

●重要文化財旧笹川家住宅を味方地区コミュニティ協
議会と連携したイベントなどによりＰＲします。
●大凧を擬人化したキャラクター「凧っこ１３人衆」のイラ
ストを活用し、区のイメージアップを図ります。

●ＣＳＲ（企業の社会的責任）
活動と区内の農家での農業
体験を結びつけ、交流・関係
人口の拡大、果樹などの認知
度向上を図ります。

●農家数・樹園地面積の減少が続いている南区の果樹
農家の現状に対応するため、果樹担い手を目指す人へ
支援を行います。
●果樹農業の魅力向上を図るため、果樹をＰＲします。

●自治協議会で、公共交通のＰＲや防災マップの作成、
家族のふれ合い、出会いの場づくり、区の魅力発信、まち
づくり活動のサポートなど区の地域課題解決につながる
取り組みを行います。

●総務省の「地域おこし協力隊」制度を活用して、都市
圏から南区への移住者を「みなみーて地域応援隊」に委
嘱し、柔軟な発想による地域活性化を推進します。

　「大地の恵みと伝統・文化にはぐくまれた郷土愛にあふれる、いきいきと暮らせるま
ち」の実現に向け、魅力ある果樹農業のＰＲや、交流人口の拡大と地域の活性化を図る
とともに、健康寿命の延伸や子育て支援、地域防災力の向上に取り組みます。
　また、南区の自然や伝統文化などの特徴を活かし、南区の魅力を高める、地域との
協働の取り組みを推進します。　　地域総務課　☎372-6440

Ｌｉｖｅ！ ａｔ　白根大凧合戦 ･･･････235万円新規 地域おこし協力隊を活用した地域の活性化
　　　 ･･･････････････････････ 442万円

継続

その他の主な事業

果樹　新規担い手等の支援事業 ････130万円継続

歩いて発見！みなみく１．８ｋｍ･････160万円新規

大凧が舞い、獅子が跳ね、
ル レクチエが実るまち

新規 南区と大河津分水百ものがたり ･･･ 125万円

継続 地域と取り組む防災事業･･･････120万円

拡充 健康づくり推進事業 ･･････････ 250万円

継続 南区未来創生事業 ････････････130万円

拡充 みんなで子育てネットワーク･････170万円

拡充 白根高校とのまちづくり連携事業････100万円

ひととひとがふれあい、
安心していつまでも暮らせるまち

底、規模の縮小を図り、白根大凧合戦をはじめとした
地域行事を開催するなど、感染症の拡大防止に配慮
しながら地域を盛り上げていただきました。飲食店の
皆さまからは時短要請にもご協力をいただき、ご尽力
してくださったすべての皆さまに心から感謝申し上げ
ます。
新たな年度を迎え、引き続き新型コロナウイルス対
策をしっかりと進めながら、皆さまが安心して暮らし
続けることができ、風と大地に育まれた南区らしいま
ちづくりをさらに進めてまいります。
大河津分水は通水１００周年を迎えます。信濃川と
中ノ口川に囲まれた南区ではこれを契機に、防災意識
のより一層の浸透と治水の重要性の啓発に取り組み
ます。また、区の活性化に住民の皆さんの健康と活力
は不可欠です。健康寿命の延伸を目指した健康づくり
や農業の担い手支援など、南区の礎である人づくりに
も注力します。未来を担う子どもたちを育むために、
　

子育て支援や学校のさまざまな学習活動をサポート
していることも南区の特徴の一つです。先日、南区は
白根高校と連携協定を結びました。これにより、区役
所が高校の学習・地域活動を支援する一方、高校生の
フレッシュなアイデアを区づくりに生かしていけるもの
と期待しています。このほか、ポストコロナ時代を見据
え、南区に賑わいを取り戻すためのきっかけとなるよ
うな事業も実施する計画です。
コロナ禍により、私たちの暮らしにはいまだ閉塞感
が漂っています。しかし、明けない夜はありません。間
もなく、桃や梨の花、チューリップなど南区らしい季節
の花々が私たちの目を楽しませてくれます。大地が恵
み、まちに賑わいが戻り、文化の風薫る南区の姿を思
い描きつつ、今年度も多くの施策に取り組んでまいり
ます。より良い事業成果を上げることができるよう職
員一同努めてまいりますので、区民の皆さまのご支援
とご協力をお願いいたします。

「春は、あけぼの」で始まる『枕草子』。まばゆい朝日
に公園の木々が芽吹き、春の訪れを感じるとき、ふと
この随筆を思い起こし「春は、夜明けがいい」と清少
納言の気持ちに思いを重ねる今日この頃です。
南区では、幸いに大きな雪害もなく春を迎えること
ができたことに、ほっと胸を撫で下ろしています。一方、
新型コロナウイルス感染症はなかなか収束までに至
らぬ状況です。このような中、これまで区民の皆さま
からは積極的なワクチン接種をはじめ、感染対策の徹
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拡充 未来創造教室 ･･･････････････ 330万円

農商工の連携が、
新たな活力を生み出すまち

企業×農業　農作業で交流づくり ････50万円新規

旧月潟駅かぼＣｈａ事業 ････････ 100万円新規

未来につなぐ文化プロジェクト ･････ 300万円継続

区長ごあいさつ
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南区ホームページ　https：//www.city.niigata.lg.jp/minami/　　Eメール　chiikisomu.s@city.niigata.lg.jp（南区役所地域総務課）　
南区の人口（令和4年2月末現在、カッコ内は前月比）：43,452 人（－15）　男：21,139人（＋13）　女：22,313人（－28）　世帯数 16,434世帯（＋5）（住民基本台帳による）


